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(a/dt)pT(i)--(i/A)桝,pT(i)】≡ - iLpT(i) (2)
を満たす.ここで､Lはハミル トニアン(1)に相当するリュ-ビリアンであるO系の物理量Aに対
して､次の演算子を考える｡
Å(-i)-pT(0)(e~iLtA) or (e-iLtA)pT(0). (3)
FTr(0)は系と熱浴の初期状態で､熱平衡状態とする｡























































dT(Ls｡e-iLoTLsBeiLoT)8, (Lo- Ls+LB) (19)
I(2)(i, - itrBLsBe-iLotLpdβ′i2spSBp:宏諾 鈷



















































































































pl(i)-∑pl(W)e-tut, (i→ ∞) (49)
W
の形におく｡方程式(45)の中のpo(i)i-trBPTO(i)]は､外場がない場合､熱平衡初期条件(4)のと
きはtrBf(71)に等しく､デカップルさせた初期条件 (47)のときは､系と熱浴の状態はtう ∞ の
極限において熱平衡になることを考えると､極限tぅ ∞ においてtrBf(～)に等しい.つまり､
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dT([BI(T),B(0)])Be-iuoT ; 申-中(∞)-中′+i申〝, (69)

















































pT(0)-p(0)pB, lp(0)- trBI(71)】 (80)
を仮定する (ハミル トニアン71は(1)で与えられる)｡又､(B+)ら-(B-)B-0を仮定して､ハミ
ル トニアン(76)および(77)において､(13),(14)に相当する変換
uo→ ふ｡-W｡+92(Bz)a, Bz→ Bz-Bz-(Bz)a, (81)
をし､これによって変換されたハミル トニアンを新たに､それぞれ､Tts,usBとする｡このとき､
(7isB)A-0が成り立つ｡













































山 車 2ih,2(sz,oL∞dtexp(i(W-bo)i守 - )〉･ (93,
熱浴が素早く減衰する(相関時間㌔う 0)極限 (尖鋭化極限)[91または系と熱浴の弱結合極限 (van
Hove極限)[10】においては､上の帯磁率xl_(W)は次のようになる｡
xlf_(W)-2ih72(sz)0 dtexp(i(u-ao)i-中り -
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(B(0)BI(i))a-(BBt)BeXP(iuBt-71t), (113)一■~ー 一■〉 ′一ー･′
(BIB(i)BIB(0))a-(BIB(0)BIB(i))B-(BIBBIB)BeXp(-72t), (114)
with



































図5 実部 uox.-(W)′/h72,U｡xT_f)(u)I/hT2日 51-52-0.1,号1-号2/2-0.5,a)B-0.3,
β-1日15】.
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図8(a)実部Z'(u)/(Sz)0,Z.I(u)/(Sz)o(i-1,2)
と虚部Z′(W)/(Sz)0,Zi'(u)/(Sz)o(i=1,2)
lDB-0.3,51-52-0.1,号1-今2/2-0･5,β-1】
【11】･
図8(b)実部Z'(u)/(Sz)0,Z.I(u)/(Sz)o(i-1,2)
と虚部Z〝(u)/(SZ)0,Zi'(u)/(Sz)o(i-1,2)
lalB-0.4,51-52-0･1膏l=12/2-0･5,♂-1]
【111･
図8(C)実部Z'(W)/(Sz)0,Z.I(W)/(Sz)o(i=1,2)
と虚部Z〝(u)/(Sz)0,ZtI'(u)/(Sz)o(i-1,2)
[ゐB-0.5,51=52-0.1膏1-号2/2-0･5,β=1】
【11】･
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非平衡統計力学における緩和法とTCLE法
今後の問題として､TCLE法を多体系や複雑な系に適用する問題がある｡もし緩和
法で2次摂動近似 したア ドミッタンス(22)が第二項も含めて計算できるならば､緩和法
はよりよい問題となる｡又､(16)(22)(56)は熱浴をexplicitに含むア ドミッタンスの一般
形であるが､これらはTFDの表示や c数表示で表すことも可能である｡これを用いて
久保理論 国に相当する線形応答理論を論ずることも興味のある問題である｡
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